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特殊清掃（リセット洗浄）
オフィスチェアやタイルカーペットの特殊洗浄・再生提案・施工を通じて、
廃棄物削減と資源循環の促進に取り組んでいます。

古く汚れたオフィスチェアをリセット洗浄によって再利用可能な状態へ再生し、廃棄物削減とCO₂排出量低減に加え、お客様
のコスト削減に貢献しました。また、廃棄予定であったタイルカーペットを再生し、リユースカーペットとして張り替えを提案・
施工することで、資源循環の促進にも寄与しています。
　これらの取組を通じて、環境配慮と経済性を両立した提案力を強化し、企業からの信頼向上や新たな取引機会の創出に
つなげています。

特殊清掃による廃棄物削減

首都圏第二支社支社長
石間　章郎

古く汚れたオフィスチェアのリセット洗浄による再利用や、廃棄予定のタイルカーペットの特殊洗浄によるリユース提案・施工を通
じて、お客様のコスト削減と廃棄物削減・資源循環の促進に貢献しています。
　活動開始から4年が経過し、リピーター顧客は着実に増加している一方、新規顧客獲得に向けた提案者の育成とサービス内容
の周知が課題となっています。この取組は自部門における再生提案の幅の拡大や、環境配慮を重視する企業からの信頼向上にも
つながります。今後は専門知識に基づく提案力の強化・情報発信の充実・事例紹介や実演による効果の可視化を推進するととも
に、新技術の導入やサービス拡充にも取り組み、さらなる廃棄物削減と循環型社会の実現に貢献してまいります。

活動を通じて　―価値の創出と未来に向けて―　　　　

社内で使用する限られた資源の有効活用　―古紙回収を通じた資源循環とCO₂排出抑制の取組―

東京第二支社支社長
相澤　寿幸

古紙が「ごみ」ではなく「資源」として循環することで、焼却量や最終処分量の削減につながります。
この取組はわかりやすい環境価値を持ち、社員一人ひとりが主体的に関わることができるため、他人ごとではなく自分ごととし
て環境への取組を捉える意識が育まれます。その結果、持続的な成長を支える人材の強化にもつながると思います。
　課題としては、部内での情報共有に加え、本活動をステークホルダーのみなさまに広く知っていただくための情報発信が課
題であると考えています。持続可能な社会の実現を目指し、引き続き本活動を継続してまいりますが、将来的には古紙の削減、
すなわちペーパーレス化の推進も目標としております。

活動を通じて　―価値の創出と未来に向けて―　　　　

2023年より製紙会社と機密保持契約を締結し、不要となったOA用紙を各事業所への巡回時にあわせて回収・工場へ持ち込
む活動を継続しています。
　紙は誰もが日常的に使用するものであることから「全員が中心となって関われる取組」と位置づけており、各事業所での古
紙回収はすでに習慣として定着しています。CO₂排出を抑制するため、各事業所への巡回時に回収を行うルールを定めました
が、製紙会社へ持ち込むまでのプロセスが十分に整備されていなかったため、製紙会社への持ち込みプロセスの整備を中心
に活動を推進してまいりました。結果、合計1,340kgの古紙を持ち込み、目標対比167％の達成率を記録しました。

再生前

再生後

再生前

再生後

項目 具体的な効果・貢献内容

廃棄・焼却処分の回避及び新品製造プロセスの削減により、
CO₂排出量の抑制に貢献します。

CO₂排出量低減

廃棄予定品の再生・リユースを通じて廃棄物の発生を
未然に防ぎ、循環型社会の実現に寄与します。

廃棄物削減・資源循環

イスのリセット洗浄

タイルのリセット洗浄

■リセット洗浄サービス提供による貢献

2025年度古紙回収実績

（目標数値※の167％）
1340kg

回収・持込み

加工・再生

利用・排出
回収

仕分

集荷

持込

回収箱設置
禁忌品の仕分

メンテナンスセンター
に集めます

CO₂排出抑制を
考慮した持込施策

古紙回収とリサイクルの流れ

資源循環

※ 古紙回収目標数値：800kg

オフィス内資源の有効活用 オフィス内資源の有効活用（古紙回収）に関する分別・回収・再資源化
の徹底を通じて、社内の廃棄物削減と資源循環を推進しています。

経済・社会への貢献
【財務面】 　  買い替えコストの削減による財務負担の軽減
【ブランド面】 環境配慮型サービスによる企業信頼価値の向上

上記の両面から持続可能な企業活動を支え、社会へ貢献します。
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管理物件の事故発生リスク低減ならびにCO₂排出量削減となる業務提案

Divisional Sustainability Targets

Divisional 
Sustainability  Targets
Activity Report
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03
地域共生と社会貢献
地域ネットワークの一員として、地域の安全や活性化に寄与する活動です。

地域社会との共生は、企業が長期にわたり持続
的に成長するための根幹であり、地域の一員とし
ての責任を果たすことは、企業活動における重要
な使命です。
　しかし、地域への貢献は、単なる社会的義務に
とどまりません。
　私たちは、日々の業務を通じて地域と深くつな
がり、安全で活力ある社会づくりに積極的に参画
します。
　地域防犯活動や地域イベント・ボランティアへ

の参加、寄付・支援活動など、地域ネットワークの
一員として多面的な社会貢献活動を展開すること
で、地域の安全・安心と活性化に寄与します。
　同時に、地域住民や行政・団体との信頼関係の
構築による信頼性の向上、従業員の社会参画意識
の醸成による組織力の強化、そして国際社会への
責任を意識した持続可能な事業運営など、経済・
社会・ガバナンスのあらゆる面において、地域と企
業が共に発展する未来を切り拓いてまいります。

―地域・国際社会への責任―

Contents

　　―地域防犯

　　―地域イベント・ボランティア

　　―寄付・支援活動

環境への
ポテンシャル

衣類・資源のリユース促進

衣類回収・ペットボトルキャップ・切手
の回収を通じ、廃棄物削減と資源
循環に貢献

CO₂削減量の可視化

衣類回収量に基づくCO₂削減量の
数値化により、環境貢献を定量的に
把握

社会への
ポテンシャル

子どもの安全・安心の確保

見守り活動により地域の子どもたち
を犯罪から守り、安心して暮らせる
環境づくりに貢献

地域コミュニティの活性化

イベントへのボランティア参加・
主催を通じ、地域と企業のつなが
りを強化

子どもの食の支援

衣類寄付で得たポイントを子ども
食堂に活用し、地域の子どもたちの
食を支援

グローバルな社会課題への貢献

ペットボトルキャップ・切手・衣類の
回収を通じた発展途上国への
間接的な支援

地域・行政との信頼関係構築

地域団体との協働が地域社会に
おける企業への信頼を醸成

ガバナンスへの
ポテンシャル

従業員の倫理観・社会感度の醸成

地域との協働経験が従業員の社会
規範への意識を高め、組織内の
ガバナンス文化の底上げにつながる

地域ニーズの把握と経営への反映

ボランティア・防犯・寄付活動を通じて
得た地域や社会課題の知見を、事業方
針や意思決定に活かす

関係強化による事業リスクの低減

行政・NPO・地域団体との関係構築が
さまざまなリスクへの対応力を高める

この取組による環境・社会・ガバナンスへのポテンシャル

部門別サステナビリティ目標 NikohHDGSustainability Report2026
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地域防犯 域貢献の取組として、行政や地域と連携した防犯活動への参加を通じて、誰
もが安心して暮らせる安全なまちづくりを推進しています。

長野県には「こどもを守る安心の家」と「こどもを守る車」という、長野県警を通じて協力企業などが行う取組があります。
　この取組は、協力企業などが営業車で学校付近を巡回中、不審者（車）を発見した場合の警察への通報や、子ども・女性が
助けを求めてきた場合の車内への救護などの活動を行い、警察と相互に連携して、子どもを犯罪から守る防犯対策を促進
するものです。
　当部門では活動当初（2022年）より、登録を継続しております。

地域の安全・安心な発展

長野支社支社長
梅本　幸二

日々の業務で使用する営業車を通じて、学校周辺の不審者警戒や、緊急時の子どもたちの救護・警察への通報体制を維持し
てまいりました。
　今後も本取組の継続を通じて、地域の子どもたちの安全確保と、自治体・地域団体との信頼関係を深め、誰もが安心・安
全に暮らせる地域社会の発展に貢献してまいります。

活動を通じて　―価値の創出と未来に向けて―　　　　

地域イベント・ボランティア
地域貢献の取組として、地域イベントへの協力やボランティア活動への参加
を通じて、コミュニティの活性化と安心・安全なまちづくりを推進しています。

地域活動を通じた信頼構築により、当部門では新たな協働や
企業間取引の創出といった成果が生まれ、企業の社会的評
価向上につながっています。
　一方で、活動に対応できる人員や時間の限度が今後の課
題です。今後はメンバーの拡充や役割分担の見直しにより、
継続的かつ効率的な体制を確立し、これまでの実績を活かし
た新たな地域連携プロジェクトへの展開を図ってまいります。

活動を通じて　―価値の創出と未来に向けて―　　　　　

イベント企画の継続により、人口減少が進む糸魚川でも人々
が集う場を守り、市民の生きがいや地域への愛着を育みま
す。市外からの来場者による地域PRなど、持続可能なまちづ
くりへの貢献が期待されます。
　収益モデルの安定化と集客エリアの拡大が今後の課題で
す。多様なジャンルへのイベント展開を通じて地域社会との連
携をさらに深めてまいります。

活動を通じて　―価値の創出と未来に向けて―　　　　　

イベントなどを通じ、地域活性化を図る地域と企業をつなぐ、イベントボランティア活動の取組　

当部門では「カラオケバトル」をこれまで4回開催してまいり
ました。本年度は2026年2月22日に糸魚川市民会館にて

「Itoigawa Enka Fes～鳥羽一郎・木村徹二親子コンサート
～」を企画・運営し、市内外から約700名の方々にご来場い
ただきました。地域の方々が集い、つながる場を創出できた
ことで、地域活性化への貢献という企画の意義を深く実感い
たしました。
　今後もこうした取組を継続・発展させ、地域・自治体との
信頼関係を深め、糸魚川地域の持続的な活性化に貢献して
まいります。

「錦糸町を元気にする会」に入会して6年目を迎え、今年も
地域イベントにボランティアとして参加しました。
　会場案内やグッズ販売を担当し、地域住民や企業との交
流を深めました。グッズの売上は主催団体へ寄付され、地
域活動の継続に寄与しています。
　取組を通じて、地域と企業の関係性が強化され、自部門
の信頼向上や新たな協働・取引の機会創出につながるとと
もに、地域の継続的な活性化にも貢献しています。

糸魚川二幸株式会社首都圏第二支社 部長
齊藤　孝之

支社長
石間　章郎

Itoigawa Enka Fes
～鳥羽一郎・木村徹二親子コンサート～

最終チケット販売枚数

当日最終動員数

710枚

698名
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寄付・支援活動 社会貢献の取組として、衣類やペットボトルキャップ、切手の回収・寄付活動
を通じて、資源の有効活用と発展途上国への支援を推進しています。

衣類回収サービス「するーぷ」のアカウントを支社報にて共有するとともに、各物件の巡回時に口頭での協力をお願いするこ
とで、多くの方々にご協力いただきながら、1年間にわたり衣類寄付活動を実施しました。その結果、1,187ポイントを獲得し、神
奈川子ども食堂・地域食堂ネットワークへの寄付を行いました。
　このポイントは、神奈川県内の子ども食堂における寄贈食材・寄付金品などの運営サポートとして活用され、食事量に換
算すると2.4食分の食材等の寄付に相当します。

衣類回収サービス「するーぷ」を活用して寄付活動をする

神奈川支社支社長
舟木　俊夫

このたび企業コードが発行されたことにより、毎月の衣服回収量をもとにCO₂削減量を数値として可視化できるようになりま
した。また、衣服回収サービス「するーぷ」の運営に協力する形で、管理物件へのするーぷ設置提案を開始しており、まずはSDGs
プロジェクトメンバー2名の担当物件からの展開を進めています。
　この取組により、寄付活動やCO₂削減を通じた地域貢献はもとより、施設利用者の増加やSDGsへの貢献を具体的なメリット
として提案できる体制を構築できます。今までは共通のアカウントでログインし、寄付活動を行っていましたが、従業員それぞれ
のアカウントで寄付が可能となり、今まで以上に従業員の協力を得られやすくなりました。2026年度は目標ポイント数を増や
し、さらに寄付の数を増やしていきたいと思います。

活動を通じて　―価値の創出と未来に向けて―　　　　

衣類回収サービス「する－ぷ」の概要

「するーぷ」WEBサイトTOP

「するーぷ」について

「するーぷ」のポイント

ポイントの寄付先

引用元 ： するーぷ | “ちょっといい”ことを習慣にする衣類回収サービス
https://sales.suloop.biz/

■ 衣服回収サービス「するーぷ」との連携による今後の展開と効果

フェーズ・項目 具体的な内容・予定される効果

企業コードの発行 企業コードの発行により毎月の回収量から「CO₂削減量」の数値化が可能に。

「するーぷ」の運営に協力し、管理物件への設置を提案
　※まずはSDGsプロジェクトメンバー2名の担当物件から提案を開始。

提案価値・メリット

●地域貢献と施設活性化の両立
　 CO₂削減による積極的な地域貢献、および設置による施設利用者の増加。

●ステークホルダーへのSDGsメリット提案
　 社会課題解決の仕組みを組み込むことによる、施設や企業の価値向上を提示。

運営協力・導入提案

神奈川子ども食堂・
地域食堂ネットワークへ寄付

引用元 ： 特定非営利活動法人　神奈川こども食堂・地域食堂ネットワーク
https://kanasyoku-kodomo-tiiki.jimdofree.com/

食事量換算 : 2.4食分
1,187pt
するーぷポイント累計

2025年度
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「仕事・生活を通して環境を守ろう！」という目標のもと、ペットボトルキャップ及び使用済み切手の回収活動を継続していま
す。これらの活動は、限られた資源を有効活用するとともに、再資源化による収益を社会貢献につなげることを目的としてい
ます。切手の回収については請求書等の電子化（ペーパーレス化）により、排出量そのものが減少しています。
　現在は数年単位で蓄積した段階で定期的に寄付を行う形をとっています。ペットボトルキャップについてはマイボトルの利
用が進み、回収数は減少傾向にありますが、こちらも数年単位で集積したものを寄付団体へ届ける体制を継続します。

仕事・生活を通して環境を守ろう！

神奈川支社

オフィスへの回収ボックス設置と継続的な呼びかけにより、
他部門の協力も得ながら着実に回収数を積み上げ、累計
12,016個という成果につながっています。
　東京オフィスの他部門からも積極的なご協力をいただけ
たことは、活動の輪が部門を超えて広がりつつある証です。
この取組から生まれたつながりは、今後の活動の発展に向
けた大きな手応えとなっています。
　引き続き回収・発送のサイクルを維持しながら、社内全
体での資源循環への意識醸成を継続してまいります。

活動を通じて　―価値の創出と未来に向けて―　　　　　

ペットボトルキャップ回収など誰もが参加できる活動を通
じ、社員のSDGsへの当事者意識が高まり、会社全体の取
組がより力強く推進されます。
　初年度から目標を上回る成果を達成し、ポリオワクチン
支援とCO₂削減という具体的な貢献を数値で示せたこと
は、活動継続への大きな励みとなりました。
　引き続きペットボトルキャップ回収の部門内定着を図り、
回収量・寄付回数のさらなる拡大による社会貢献を目指し
てまいります。

活動を通じて　―価値の創出と未来に向けて―　　　　　

仕事・生活を通して環境を守ろう！身近にできる取り組みを実行し、
　 自らもSDGsに関わっていることを実感する　

2025年度より新規取組として、ペットボトルキャップの回
収・提供活動を開始いたしました。
目標「支援団体への提供（1回）」に対し2回の提供を達成
し、合計約137kg（54,800個相当）を回収しました。
この結果は、ポリオワクチン34本相当の支援およびCO₂削
減431kgに相当する環境貢献につながりました。
　部門全体で誰もが参加できる取組として展開したこと
で、従業員一人ひとりのSDGsへの当事者意識醸成にも寄
与したと考えています。

オフィスにペットボトルキャップ回収ボックスを設置し、回収
したキャップをリサイクル機関へ提供します。
　昨年度からの引き続きで、2025年6月に2,580個を発送
し、累計12,016個となりました。2026年3月現在、1回分の発
送回収量に近づきましたので、2026年4月頃にリサイクル機
関への発送を予定しています。（発送数は2025年6月と同程
度になると思います）また、この活動については、東京オフィ
スの他部門の方々からも積極的に協力していただきました。

東京第一支社 新潟支社支社長
中村　強

支社長
吉田　誠

ペットボトルキャップ及び使用済み切手の回収活動を通じて、資源の有効活用と社会貢献への取組を継続しています。
　切手回収については請求書などの電子化により全体量自体が減少しており、社内のデジタル化が環境負荷低減に直結し
ていることの表れでもあります。
　ペットボトルキャップについてもマイボトル利用の浸透により回収数は減少傾向にありますが、これらはいずれも環境意識
の向上がもたらしたポジティブな変化として捉えることができます。引き続き数年単位での蓄積・寄付という体制を維持しな
がら、小さな積み重ねを社会貢献へとつなげる活動を継続してまいります。

活動を通じて　―価値の創出と未来に向けて―　　　　

画像はイメージです
ポジティブな変化

「リデュース（発生抑制）」が成功している
書類の電子化の進展

マイボトルの利用の拡大

切手回収量削減

キャップ回収量削減

2025年度最終回収・提供数量

約137kg （ 54,800個相当 ）

ポリオワクチン ： 34本相当／CO₂削減 ： 431kg相当
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部門別サステナビリティ目標

支社長
舟木　俊夫
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Divisional Sustainability Targets

Divisional 
Sustainability  Targets
Activity Report

CATEGORY

04
人財育成とウェルビーイング
従業員一人ひとりが主役となり、健やかに誇りを持って働くための土台づくりです。

人財育成とウェルビーイングの推進は、従業員一
人ひとりが持てる力を最大限に発揮し、組織全体
が持続的に成長するための最も重要な基盤です。
しかし、その取組は、単なる人事施策にとどまりま
せん。
　私たちは、従業員が健やかに誇りを持って働け
る環境を整えることが、サービス品質の向上とお
客様への価値提供に直結すると考えています。
　SDGs貢献への意識醸成や職場環境の改善な
ど、従業員一人ひとりが主役となる意識改革と働

きがいある職場づくりを推進することで、組織の活
力と持続可能性を高めてまいります。
　同時に、従業員の心身の健康に維持することに
よる生産性の向上、働きがいのある職場環境の実
現による人材定着と採用力の強化、そして健康経
営への取組による企業価値の向上など、経済・社
会・ガバナンスのあらゆる面において、従業員と企
業がともに成長できる組織づくりを力強く推進し
てまいります。

―意識改革・働きがい―

Contents

　　―SDGs意識の醸成

　　―健康増進・職場環境改善

環境への
ポテンシャル

環境・持続可能性への意識向上

SDGsカードゲームを通じ、環境問題
を「自分ごと」として捉える人材育成

・行動変容の基盤を形成

社会への
ポテンシャル

地域企業・社会への波及効果

地域企業へのカードゲーム導入
提案を通じ、地域全体の持続可能な
まちづくりへの貢献が期待される

ガバナンスへの
ポテンシャル

従業員の健康増進

ウォーキングポイント活用により
日常的な運動習慣を定着させ、
従業員の健康意識を着実に向上

健康経営の推進とKPI管理

参加率・ランキング等の数値で健康施
策の成果を定量管理し、PDCAを回し
ながら健康経営を推進

労働災害防止・安全な職場づくり

健康増進と労働災害防止を一体的
に推進し、安全で働きがいある
職場環境を実現

人的資本への戦略的投資

SDGs研修・健康増進への継続的な
投資が従業員の質・エンゲージメント

・定着率の向上につながる

SDGs・社会課題への理解と
意識変革

体験型カードゲームにより、SDGsを
幅広い世代・業種に効果的に普及

行政・地域とのパートナーシップ

地域の公的施策の活用や地域企業
への提案活動が、行政・地域との協働
関係を深める

この取組による環境・社会・ガバナンスへのポテンシャル

部門別サステナビリティ目標 NikohHDGSustainability Report2026
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SDGs意識の醸成 SDGsカードゲームの企画・運営を通じて、従業員や地域企業のSDGsへの理
解促進と持続可能な社会づくりへの意識醸成に取り組んでいます。

SDGsカードゲームのファシリテーター資格保持者が、SDGsを知るきっかけや、なぜ今SDGsへの理解が必要なのか、そして
SDGsが秘める可能性について、カードゲームを通じて体験できる機会を企画・運営しています。
　本年度は地域企業へのSDGsカードゲームの導入提案に取り組むとともに、自社内でも開催しました。参加者からは

「SDGsをまったく知らなかったが、知る良い機会になった」「SDGsが暮らしのどのような場面に関わっているか理解できた」
など、多くの前向きなご意見をいただきました。

SDGsカードゲームを通じ、意識改革を図り、SDGｓの可能性を発信する

糸魚川二幸株式会社部長
齊藤　孝之

SDGsカードゲームの普及を通じて、参加者一人ひとりがSDGsを「自分ごと」として捉える意識変革を促し、企業・地域全体で
の持続可能なまちづくりへの貢献が期待されます。カードゲームという体験型の手法は、SDGsへの理解を深める有効なアプ
ローチとして、幅広い世代・業種への展開が可能です。市内企業への提案活動をさらに強化するとともに、SDGsカードゲー
ムの普及拡大を通じて地域社会との連携を深め、持続可能な地域づくりの一翼を担ってまいります。

活動を通じて　―価値の創出と未来に向けて―　　　　

健康増進・職場環境 従業員の健康増進と職場環境の改善に向けた取組を通じて、一人ひとりが
健康で働きがいを持って活躍できる職場づくりを推進しています。

魅力ある職場をつくろう！

神奈川支社支社長
舟木　俊夫

よこはまウォーキングポイントの導入・推進により、従業員の健康意識は着実に向上しており、日常的な運動習慣の定着に向け
た取組として一定の成果が得られています。企業間ランキングでは前年を下回る結果となりましたが、参加率の向上と健康意
識の醸成という本質的な目標に向けては着実に前進しています。2026年度は周知活動の強化と利用方法のフォローアップを
継続し、参加率のさらなる向上と健康経営の推進につなげてまいります。

活動を通じて　―価値の創出と未来に向けて―　　　　

「魅力ある職場づくり」の一環として、従業員の健康増進と労働災害の防止を推進しています。その一環として、横浜市が提供
する「よこはまウォーキングポイント」を導入し、日常生活の中でのウォーキングを推奨しています。支社報での啓発や物件巡
回時の働きかけを継続した結果、2025年度の参加率は21%に達し、社内での健康意識は着実に向上しています。　
　一方で、他企業の参加拡大や、歩数データの送信漏れなどの影響により、企業間ランキングの順位は前年を下回る結果と
なりました。2026年度は周知と利用方法のフォローなどの継続に力を入れてまいります。

　画像引用元 ： 株式会社プロジェクトデザイン｜「楽しさ」と「学び」を両立するSDGsカードゲームのご紹介
　　　　　　　料理通信｜SDGsの本質を体験するカードゲーム「2030 SDGs」

https://www.projectdesign.co.jp/sdgs/sdgs-cardgame_sp/
https://r-tsushin.com/sdgs/2030sdgs_game/

ロゴ引用元 ： 
横浜市瀬谷区 | 水と緑と歴史のまち
瀬谷区を歩こう！～瀬谷区ウォーキングラリーに
参加して記念品をGET～

https://www.city.yokohama.lg.jp/seya/shokai/
bunkazai/sanpo/seya-walking.html
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部門サステナビリティ目標

支社長
吉田　誠

東京第一支社

部門サステナビリティ目標

支社長
相澤　寿幸

社内で使用する限られた資源の有効活用
―古紙回収を通じた資源循環とCO₂排出抑制の取組

東京第二支社

❶ LED化を推進しCO₂削減と節電により環境を守る
❷身近にできる取組を実行し、自らもSDGsに
　関わっていることを実感する　

環境への責任を、地域と次世代へつなぐ 環境・人・地域をつなぎ、価値を未来へ

私たちのサステナビリティへの取組は、日々の業務の中にあります。部門別サステナビリティ目標は、各部門が自ら

の業務特性・強みを活かし、環境・社会・経済の3つの価値創出に向けて設定した具体的な行動目標です。

このページでは、各部門長が以下の3つのテーマについて、自部門の視点からメッセージをお伝えします。

1. 社会貢献性と将来への価値
　部門の取組が地域社会や環境にどのような価値をもたらすか。

2. 地域・顧客・自治体とのつながり
　関係者との連携を通じて生み出す、または生み出していきたい価値とは何か。

3.  強みの継承
　部門が培ってきたスキル・ノウハウを、いかに次世代へつないでいくか。

現場の最前線に立つ部門長の言葉を通じて、私たちが目指すサステナブルな未来への想いをご覧ください。

部門長メッセージ

当部門では、LED化を推進し、CO₂排出量及び電力使用量の
削減に取り組んでいます。
　これは、気候変動対策への貢献と社会的責任を果たす取組
であるとともに、省エネルギーによる将来の収益性向上にも
つながるものと考えています。また、ペットボトルキャップの提
供など身近な活動を通じて、従業員の環境意識が高まり、持
続可能な企業文化の醸成と信頼の向上にも寄与しています。

当部門では、目標に向けた取組を継続的に推進しています。現在

は古紙の再利用を進めておりますが、最終的には古紙の発生そ

のものの削減を目指し、その方向性を部門内で共有しています。

　今後はこの意識をステークホルダーへ広げていくことが、持

続可能な未来につながる価値であると考えています。また、一

人ひとりの意識変革こそが、持続可能な未来の実現に不可欠

な要素であると認識しています。

省エネと身近な活動から、
持続できる企業文化へ1. 資源の有効活用を通じた社会貢献と

持続可能な未来への価値創出1.

LED化の推進により顧客設備の省エネ化とCO₂削減に貢献
し、地域や自治体の環境施策とも連動して脱炭素化を支援
しています。
　また、ペットボトルキャップ提供など身近なSDGs活動を
通じ、環境意識の向上と資源循環の協働を促進します。今
後もお客様や地域と共に持続可能な価値を創出します。

この取組を通じ、誰もが参加できる身近な環境活動として
広く共感を呼び、地域・顧客・自治体との社内外の信頼関係
を強化するという価値を生み出しています。
　こうした継続的な関係性の中で、顧客・地域・自治体に寄
り添った対応を重ねることで人間力を高め、持続可能な社
会の実現に向けた継続的な価値提供につなげていきたい
と考えています。

省エネと環境活動を起点に、
地域とつながり、価値を共創する2. 資源循環を通じて育む、

地域・顧客・自治体との信頼と持続的価値2.

当部門は常駐設備管理で培った設備理解により、効果的な
LED化提案につながる知識と技術を備えています。専門協力
会社との協業で省エネ効果を数値化したり、より具体的な
改善提案が可能です。
　これらのノウハウは成功事例の共有やOJTを通じて若手
へ継承し、持続的に環境貢献できる部門運営を実現してま
いります。

当部門の強みは、共有（発信力）コミュニケーション力にあり
ます。各責任者が全体の業務を把握し、進捗を確認しながら
二重三重チェック確認（コミュニケーション）を行っております。
　気にする力（確認・共有するコミュニケーション）を次世代
へと継承してまいります。

現場で積んだ経験と数値化の力を、
事例とOJTで次世代へ3. 省エネと環境活動を起点に、

地域とつながり、価値を共創する3.

部門別サステナビリティ目標 NikohHDGSustainability Report2026
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部門サステナビリティ目標

支社長
舟木　俊夫

❶ 衣類回収サービス「するーぷ」を活用して
　寄付活動をする
❷ 魅力ある職場をつくろう！
❸ 仕事・生活を通して環境を守ろう！

神奈川支社

部門サステナビリティ目標

支社長
尾﨑　圭律

管理物件の事故発生リスク低減ならびにCO₂排出量
削減となる業務提案

北海道支社

部門サステナビリティ目標

支社長
永井　仁善

デジタルサイネージ設置の推進

首都圏第一支社

部門サステナビリティ目標

支社長
石間　章郎

❶ 特殊清掃による廃棄物削減
❷ 地域と企業をつなぐ、
　イベントボランティア活動の取組

首都圏第二支社

働く人が輝く職場から、
地域とともに持続可能な未来へ 挑戦と貢献の積み重ねが、人・地域・未来をつなぐ人と情報の力で、地域の安心を未来へ 環境に寄り添う技術で、地域・顧客・社会とともに

設定した目標は何れも地域・社会の課題解決につながる社会貢
献性を有しています。加えて、従業員の意見を積極的に取り入
れ、主体的に業務改善へ取り組める環境づくりを目指していま
す。安心して働ける職場を実現することで、人材の定着と成長を
促進します。
　こうした取組は将来的な持続的事業運営と企業価値の向
上につながる価値があると考えています。

目標に取り組むにあたり、各営業所のミーティングを通じて
顧客施設における危険箇所の抽出と対策を推進してまいり
ました。
　これらの取組は、環境負荷低減と地域の安全確保という
社会課題への貢献につながるとともに、お取引先様との信
頼関係を深め、持続的な事業基盤の強化につながる将来
価値を有しています。

人材の活躍と働きやすい職場環境の実現
環境と安全を守る現場力が、
お取引先様との信頼につながる

デジタルサイネージは、単なる予定表の掲示にとどまらず、
地域や自治体と連携した公共情報の発信基盤として社会
に貢献できる取組です。
　災害時における迅速な情報提供や、地域情報の発信を
通じて、地域の安全確保や活性化に寄与するとともに、将
来的には利用者一人ひとりに最適な情報を提供できる情
報基盤へと発展していく価値があると考えています。

当部門の取組は、廃棄物削減・省エネを通じて環境負荷低
減という社会課題に貢献するとともに、お客様の設備投資
負担を抑制する経済的価値も有しています。
　また、地域企業との継続的なつながりを大切に育みなが
ら相互の信頼と共感を広げています。こうした社会貢献の
積み重ねが持続可能な事業基盤の構築につながる将来価
値を生み出すと考えています。

地域とつながる公共情報基盤としての
デジタルサイネージ

環境配慮と専門性を活かした、
持続可能な価値創出の取組 1. 1.1. 1.

当部門は横浜中法人会に入会し、異業種の方々との交流や
意見交換を行うなかで、衣類寄付や環境配慮、健康づくりと
いった取組についても展開しながら地域や関係団体との輪を
広げております。
　また、本業であるビルメンテナンス業に加え、胡蝶蘭の販売 
などの活動を通じて、みなとみらい地区の地域・顧客・自治体
との関係性を構築し、持続的な価値共創を目指します。

この取組を通じ、顧客施設のCO₂削減・廃棄物削減・照度向上
による事故防止・コスト削減を支援し、お取引先様との長期的
な信頼関係を構築するという価値を生み出しています。
　また、2016年から続く切手・キャップ回収活動は本年10年
目を迎え、切手45,488枚・キャップ116,533個が、地域・自治
体のみならず、医療・障害者支援などの幅広い社会支援に
役立てられています。

異業種交流と地域密着型活動による
信頼とつながりの構築

環境負荷低減の提案と身近な回収活動で、
地域・顧客・社会へ価値を届ける

お客様とのつながりから生まれる価値として、デジタルサイ
ネージの設置を通じて、建物を拠点とした情報発信や災害
時の周知など、地域や自治体とも連携した新たな価値提供
の可能性を広げます。
　さらに、日々の清掃や設備管理を通じて建物の状態を把
握し、トラブルを未然に防ぐことで、より安全・安心な環境づ
くりに貢献していきたいと考えています。

地域団体への継続的な参画及びボランティア活動を通じて、
地域社会や自治体との信頼関係を構築してきました。この取
組により、新たな協働の機会が増え、実際に企業との取引に
もつながりました。
　このように活動を通じて形成された地域・企業間ネットワー
クは、顧客を含む関係者のサステナブルな取組への理解と共
感につながり、新たな協業や取引の創出へと発展しています。

情報発信と日常管理を通じた、
地域の安全・安心の価値創出

地域・自治体との信頼構築を
起点とした協同の機会の創出 2. 2.2. 2.

当部門は商業施設、ホテル、学校、ケアハウス、事務所ビル、
マンションなど、幅広い施設における清掃及び設備管理業
務を行っています。
　従業員の適材適所を考慮した異動を実施することで、一
人ひとりのスキルや知識の向上を図るとともに、次世代を担
う若手従業員へ知見を継承していく体制づくりに取り組ん
でいます。

人材配置による経験の蓄積を通じた
ノウハウの継承

新しいことへの挑戦を力に変え、
提案力と改善力を未来へひろげる

部門の強みは、24時間365日の緊急対応を自部門の設備員
が担い、迅速かつ的確に対応できる点にあります。
　この対応力を次世代へ継承するため、応急処置方法のマ
ニュアル化や物件情報のクラウド一元管理を進め、移動先
からでも必要な情報を確認できる体制を整え、誰が対応して
も一定の品質を保てるサービスの提供につなげていきます。

当部門の強みは、現場で培ってきた専門技術と環境配慮型
サービスの提案力にあります。
　専門講師による社内講習や、メーカー主催の研修会へ
の継続的な参加を通じて知識・技術の向上を図るととも
に、体系的な教育を実施することで、これらの強みを次世
代へ確実に継承していきます。

24時間365日の緊急対応力を強みとした
業務ノウハウの体系化と継承 専門技術と環境配慮型提案力を次世代へ 3. 3.3. 3.

当部門は、省エネ業務・アルカリイオン生成器・ロボット型掃
除機の各導入を他部門より先駆けて取り組んできました。
　こうした先駆的な挑戦を通じて培ったお客様への提案力
と業務改善力が、当部門の強みです。既存の枠組みにとらわ
れず新しいことに率先して挑戦する姿勢を、成功事例の社内
共有やOJTを通じて次世代へ継承し、創意と遂行の精神を未
来へつなげてまいります。
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部門サステナビリティ目標

支社長
佐藤　雄作

顧客に対して、CO₂削減に向けた有効な手段や
取組の提案を行う

東海支社

部門サステナビリティ目標

支社長
小島　亮

照明器具のLED化推進

九州支社

部門サステナビリティ目標

支社長
中村　強

❶ アルカリイオン電解水の販売
❷ アルカリイオン電解水の活用拡大
❸ LED照明器具へ交換を提案する
❹ ペットボトルキャップを集めて発展途上国への支援をする

新潟支社

部門サステナビリティ目標

支社長
梅本　幸二

❶ 健やかに住み続けられる、まちづくりを目指す
❷ 地域の快適で安全・安心な発展

長野支社

現場の主体的な行動が、
地域・環境・未来を守る力となる

積み重ねた実績と信頼を礎に、
環境と地域の未来へ貢献し続ける

環境施策を地域と共有し、
顧客への真摯な姿勢を次世代へ

地域の安全・安心と自然を守り、
信頼とともに未来へ

目標への取組を通じ、環境負荷低減という社会課題への貢
献につなげるとともに、建物の長寿命化と省エネ運転の徹
底により環境負荷低減と資産価値の維持を両立しています。
　日々の点検・清掃の積み重ねが利用者の安全・安心を守
り、持続可能な都市環境を次世代へつなぐ社会インフラとし
ての役割を担っています。従業員一人ひとりの主体的な行動
が未来の地球環境を守る将来価値を生み出しています。

この取組により、消費電力削減・CO₂排出量低減という環
境負荷低減に貢献するとともに、電気代削減によるコスト
抑制と照度向上による施設利用者の安全・安心にも寄与
し、LED導入物件からも高い評価をいただいています。
　こうした取組が環境課題への貢献とお客様との信頼関
係を深め、持続的な事業基盤の強化につながる将来価値
を生み出しています。

現場の主体的な行動が、環境負荷低減と
持続可能な社会インフラを支える

LED導入の実績と顧客からの信頼が、
持続的な事業基盤の強化につながる

これらの取組を通じ、洗剤使用量・電力消費の削減による
環境負荷低減という社会課題に貢献するとともに、ペットボ
トルキャップ回収など身近な活動で従業員のサステナビリ
ティへの理解と当事者意識を醸成しています。
こうした取組が日常業務における環境配慮の定着と発想力の
向上を促し、持続可能な事業活動の基盤形成に寄与します。

取組を通じて、スーパーマーケットの施設管理においてお客
様が安全・安心にお買い物できる環境の維持・向上を図ると
ともに、地域の子どもたちの安全確保にも貢献しています。　
こうした活動が地域の安全・安心と環境負荷低減という社会
貢献性につながるとともに、お客様との信頼関係を深め、持
続的な事業基盤の強化という将来価値を生み出しています。

日常業務に環境配慮を組み込み、
参加しやすい仕組みで意識改革を推進する

安全なお買い物環境と子どもたちの
安全確保で、地域の信頼を築いていく 1. 1.1. 1.

目標を通じ、環境意識を共有しながら顧客・自治体との信
頼関係を深めています。また、地域に根差した施設管理によ
り災害時の対応や衛生維持など、地域の安全・安心を支え
る基盤を構築しています。
　こうした取組を「自分ごと」として捉え、地域イベント参画
や活気あるまちづくりへの貢献を通じ、地域・顧客・自治体
とともに成長する価値を創出していきます。

目標への取組や事業活動を通じて、建物の資産価値向上と
長寿命化に貢献するとともに、地域の安心・安全・快適を支
える環境づくりに取り組んでいます。
　こうした取組を通じて顧客・地域・自治体との信頼関係を
深め、一時的な関係にとどまらず、長期的に頼られるパート
ナーとなれることを目指してまいります。

施設管理を「自分ごと」として捉え、
活気ある街づくりを地域とともに目指す

LED化推進で建物の価値を高め、
地域の安心・安全・快適を支えるパートナーへ

目標の中でも、特にアルカリイオン電解水の活用について
は取組を通じて、効果やメリット・デメリットを正しく理解し、
協力会社へ丁寧に説明・共有しています。
　あわせて、地域や顧客へのPRを進めることで、当グループ
の環境配慮の取組への理解と信頼を高め、地域・顧客・自
治体との持続的な関係構築につながる価値を生み出して
いきたいと考えています。

目標における取組は顧客施設にとどまらず、周辺地域を含
めた"信州"長野県の美しい自然の保護にもつながり、貴重
な自然景観の持続性の一端を担っています。
　また「こどもを守る安心の家」への登録を通じて、地域の
子どもたちの安全確保に貢献するとともに、自治体・地域
団体との連携を深め、地域社会からの信頼の醸成につなげ
ています。

アルカリイオン電解水の活用を起点に、
環境配慮の取組を地域へ発信する

顧客施設から地域へ、信州の自然と
子どもたちの安全を守り続ける 2. 2.2. 2.

長年培った高度な設備管理技術と、現場の課題を即座に解
決する「現場力」が当部門の強みです。
　これらを単なる作業手順としてではなく、お客様の期待に
応える「おもてなしの心」とともに、OJTや体系的な教育を通
じて次世代へ継承しています。技術と志を次世代につなぐこ
とで、持続的な事業基盤を担うプロフェッショナルの育成を
目指してまいります。

当部門の強みは、ベテラン従業員が多数在籍し、建物の用
途・仕様に沿った清掃・設備管理を自社で対応できる点と、
長年の米軍基地施設受託で培った国際水準のノウハウにあ
ります。
　次世代への継承においては、新卒・女性など多様な人材
を積極的に採用し、ベテラン従業員による丁寧な指導・教育
を通じて、技術とノウハウを確実に受け継いでまいります。

高度な設備管理技術と「おもてなしの心」を、
OJTと体系的な教育で次世代へ

ベテランの技術力と国際水準のノウハウを、
多様な人材とともに次世代へ継承する

当部門の強みは、公共分野で培ってきた豊富な実績による
安定した顧客基盤と、顧客視点を重視した「お客様第一主
義」にあります。
　高いコミュニケーション力と顧客への真摯な姿勢を、コー
チングやメンタリングを通じて次世代へ継承し、持続的な成
長につなげていきます。

当部門の強みは、総合施設管理及び是正工事において長年
積み重ねてきた実務知識と現場対応力にあります。その核
心は従業員の育成と成長にあり、現場経験を通じて培った
スキルとノウハウを次世代へ継承してまいります。
　今後はBM業務への多角的な展開も視野に入れ、組織の
さらなる成長と新規顧客の獲得につなげてまいります。

顧客への真摯な姿勢と高いコミュニケーション
力を、次世代へ受け継いでいく

現場経験の積み重ねが強みを育て、
次世代とともに組織の成長へつなげる 3. 3.3. 3.
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人と地域をつなぐ多様な挑戦で、
持続可能な社会と次世代を育てる

コーヒー粕から始まる循環の輪が、
環境・地域・人の心をつなぐ

知識と技術を活かし、LED化を通じて
環境と地域の未来に貢献する

現場を知り尽くした専門性で、
持続可能な価値を創り続ける

これらの取組は、環境負荷低減・地域活性化・持続可能な社
会の可能性発信という幅広い社会貢献性を有しています。
　こうした社会貢献活動を継続し、人材の多様性を育みま
す。個々の潜在能力を高めることで、総合的なサービス向上
を図り、地域に根差したブランドとしての確立と将来価値の
創出につなげていきます。

コーヒー粕を消臭剤・肥料・野菜栽培へと活用することで、
廃棄物削減と資源循環を実践し、環境負荷の低減に貢献し
ています。こうした身近な取組を通じて、自然を大切にする
心を育む機会を創出しています。
　循環型の取組を継続することで、環境配慮型ホテルとし
ての価値向上につなげるとともに、持続可能な運営モデル
の構築という将来価値の創出を目指してまいります。

多様な取組を通じて人材の潜在能力を
育み、地域に根差したブランドを確立する

循環型の取組を継続し、環境負荷低減と
持続可能な運営モデルを目指す

この取組は環境配慮とコスト削減を両立しながら、消費電
力削減・CO₂排出量削減という環境負荷低減に貢献すると
ともに、維持管理コストの削減などを通じて、建物資産価値
の向上にも寄与しています。
　こうした取組は環境課題への社会貢献性を有するととも
に、お客様との信頼関係を深め、持続的な事業基盤の強化
につながる将来への価値を生み出しています。

この取組を通じ、フロンガス排出削減とLED化による電力消
費削減で地球温暖化・気候変動リスクの回避に貢献すると
ともに、お取引先様の建物・設備の環境性能向上により社
会全体のQOL向上にも寄与しています。
　こうした環境課題への社会貢献性とともに、お取引先様
との信頼関係を深め、持続的な事業基盤の強化につながる
価値を創出しています。

LED切替え提案でCO₂削減と建物資産価値
向上を両立し、環境課題に貢献する

フロンガス・CO₂削減への取組が、
環境課題と将来価値の創出につながる 1. 1.1. 1.

本年度は鳥羽一郎・木村徹二親子コンサートを企画し、約
700名の方々にご来場いただくなど、イベントを通じて地域
の方々が集い、つながる場を創出することができました。
　SDGsカードゲームやアルカリイオン電解水の普及とも
組み合わせ、地域・顧客・自治体とともに持続可能な社会
の実現に向けた価値を創出し、新設の事業開発課を中心に
地域に根差した取組を展開してまいります。

この取組を地域・自治体と連携しながら積極的に発信する
ことで、循環型社会づくりへの貢献につなげています。
　今後も、ホテル利用者と取組を共有し共感を育むことで
信頼関係の深化とブランド価値の向上を図ります。地域と
の協働を通じて持続的な集客と長期的な関係を構築し、環
境配慮型ホテルとして地域に根差した存在となることを目
指してまいります。

イベントを起点に地域の人々が集い、
つながる場を創出し続けていく

地域との協働と環境発信が、
持続的な関係構築につながる

LED照明への切り替えを通じて、消費電力の削減による電
気代削減と環境負荷の軽減に貢献するとともに、施設利用
者の環境の改善にもつながっています。
　また、空き家・老朽化による地域価値低下や防災リスク、
DX・人材不足といった地域・業界課題にも取り組み、自治
体・地域から信頼される持続的な関係構築を目指してまい
ります。

取組にあたり、お取引先様の店舗施設における設備更新計
画の立案・提案を積極的に実施することで、地域住民が快適
に利用できる店舗環境の向上に寄与しています。
　こうした取組を通じて、顧客・地域・自治体との信頼関係
を深め、持続的な事業基盤の強化につなげてまいります。

省エネ化と地域課題への取組を通じて、
自治体・地域との持続的な関係を築く

設備更新計画の立案・提案を通じて、
地域住民が快適に利用できる環境を実現する 2. 2.2. 2.

当社の強みは、総合ビルメン・環境事業・舞台管理・イベン
ト企画など、多様な業種を横断しながら人材が相互に行き
来することで、個々の潜在能力を引き出し、スキルアップを
図れる点にあります。
　次世代への継承においては、後継者を"見つける"のではな
く"育てる"という方針のもと、多様な業務経験を通じた人材育
成を実施し、次世代を担う人財の成長につなげてまいります。

当部門の強みは、従業員一人ひとりが現場で工夫し実行していく改

善力です。目標に関する取組では、コーヒー粕の再利用方法や堆肥

化・栽培管理など試行錯誤の上、改善につなげてまいりました。

　それぞれが持つノウハウをマニュアル化し、写真記録やSNS
発信を通じて、組織全体で共有するとともに、OJTと定期的な

振り返りを通じて、循環型の実践知を次世代へ確実に継承し

てまいります。

多様な業務経験が個々の力を引き出し、
次世代を担う人材を育てていく

現場の知恵を次世代へ──
マニュアルと対話で紡ぐ実践知

当グループにおける不動産事業部門の強みは「建物の現実
を理解したうえで判断できる不動産のプロフェッショナル」
である点です。
　机上の論理や利回りに偏らず、管理・修繕・運営を一体で
捉える視点を持っており、これらを日常業務やOJTを通じて
共有・実践することで、次世代へ確実に継承し、さらに深化
させてまいります。

当部門の強みは、お取引先様の施設設備における設置場所・
経年状況・故障履歴・更新時期を詳細に把握した豊富な知識
にあり、的確な設備管理と迅速な対応を実現しています。
　こうした知識・情報を組織全体で共有・活用するため「設備
台帳」の作成を進め、今後はその精度を高め、次世代の従業
員が効率的に情報を得られる仕組みを構築してまいります。

机上に偏らない現場視点と一体的な
運営力を、OJTを通じて次世代へ深化させる

施設設備の詳細な把握と設備台帳の活用で、
現場知識を次世代へ確実に受け継ぐ 3. 3.3. 3.

部門サステナビリティ目標

部長
齊藤　孝之

❶ イベントなどを通じ、地域活性化を図る
❷ 洗剤、薬剤の使用を0にする
❸ SDGsカードゲームを通じ、意識改革を図り、
　 SDGｓの可能性を発信する

糸魚川二幸株式会社

部門サステナビリティ目標

部長
樋口　修

コーヒー粕を利用し、植物を育て身近にある自然を
大切にする心を育む

株式会社 アセント

部門サステナビリティ目標

部長
田嶋　佳和

フロンガス漏洩施設特定事業所0を目指していく
(年間1,000トン－CO₂)取引先への提案

FM事業部

部門サステナビリティ目標

部長
藤原　剛

LEDへの切替え提案

エステート事業部

部門別サステナビリティ目標 NikohHDGSustainability Report2026
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会社概要

会社情報

社名

創業　　　　　　　1959年（昭和34年）3月

設立　　　　　　　1961年（昭和36年）11月

本社所在地

代表取締役社長　　 原　敬一（はら けいいち）

資本金　　　　　　5,000万円 

従業員数 正社員　　　   663名
契約社員　　　   91名
パート社員　2,506名

事業内容 ・ 総合ビルメンテナンス業
　（設備管理業務、清掃業務、警備業務、マンション管理、エネルギーマネジメント、
　　建物修繕、その他建物に付随する一切の業務）
・ 建物包括診断
・ プロパティマネジメント事業
・ ホテル運営事業

二幸産業株式会社
（英語名：Nikoh Sangyo Co., Ltd.）

〒163-0669
東京都新宿区西新宿1-25-1
新宿センタービル36階

■ 二幸産業株式会社　―2026年3月31日時点―

社名

設立　　　　　　　2008年（平成20年）11月

本社所在地

代表取締役社長　　 齋藤　隆一（さいとう りゅういち）

資本金　　　　　　2,000万円 

従業員数 正社員　　　  　45名
契約社員　　　　11名
パート社員　　136名

・ 総合ビルメンテナンス業（ビルクリーニング・設備管理業務）
・ インフォメーションサービス業務　
・ ベッドメイク・インスペクション業務
・ ハウスクリーニング業務
・ 廃棄物収集運搬業務
・ 下水道処理施設管理
・ 建物診断
・ 建築物リフォーム　その他建築物に付随する一切の業務

事業内容

糸魚川二幸株式会社
（英語名：Itoigawa Nikoh Co., Ltd.）

〒941-0051
新潟県糸魚川市押上2-14-13

■ 糸魚川二幸株式会社　―2026年3月31日時点―

組織体制図

2026年4月現在

二幸ホールディングス
株式会社

二幸産業株式会社

人事部

財務部

事務統括部

業務推進部

営業推進部

サステナビリティ推進部

DX推進部

総務部

経営企画部

首都圏第一支社

首都圏第二支社

神奈川支社

北海道支社

新潟支社

長野支社

東海支社

九州支社

モールマネジメント事業部

エステート事業部

FM事業部

ホテル事業部

東京第二支社

東京第一支社

事業所所在地

FM事業部 東京都豊島区

神奈川支社 神奈川県横浜市

ホテルハミルトン札幌

長野支社 長野県長野市

東海支社 愛知県名古屋市

九州支社 福岡県福岡市

東京第一支社
東京第二支社
首都圏第二支社

東京都千代田区

モールマネジメント事業部

糸魚川二幸株式会社 新潟県糸魚川市

新潟支社 新潟県長岡市

北海道支社
北海道札幌市エステート事業部 1課

本社
首都圏第一支社
エステート事業部 2課
神楽坂研修センター
ホテル事業部

東京都新宿区

2026年4月現在

ホテルフロンティアいわき

ホテルアセント浜松

ホテルアセントプラザ浜松 静岡県浜松市

福島県いわき市

北海道札幌市

ホテルサウスガーデン浜松

ホテル事業所在地

★

★

★

二幸産業事業所所在地：16カ所／
糸魚川二幸株式会社　：1カ所
ホテル事業所在地　　：5カ所

※二幸産業株式会社は株式会社アセントを2026年4月1日付けで
　吸収合併し、ホテル事業部として運営しております。

※神楽坂研修センターを除く

※

※

糸魚川二幸
株式会社

業務部
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『サステナビリティ報告書2026』を最後までご覧いただき
ありがとうございます。
　本報告書の作成にあたり、たくさんの方々にお力添えを
いただきました。原社長には終始和やかな雰囲気でインタ
ビューにご協力いただき、当グループが大切にしている想
いや価値観について改めて伺うことができました。サステナ
ビリティ執行役員の渡部さんには、多方面にわたり陰なが
ら支えていただきました。部門長ならびにSDGsプロジェク
トメンバーのみなさまには、日頃より各部門における取組
を支えていただくとともに、本報告書の作成にもご尽力い
ただきました。そして、本報告書の作成チームである、人事
部の松尾さん、総務部の松島さんには、アイディア出しから
デザインや表現の細部に至るまで、最後の最後までお力添
えをいただき、本報告書を形にしてくださいました。

編集後記

石川 綾香
二幸産業株式会社
サステナビリティ推進部　サステナビリティ推進課

公式サイト・SNS

　ご尽力いただきましたすべてのみなさまに、心より感謝
申し上げます。また、当グループのサステナビリティ推進の
礎を築いてくださった歴代の仲間たちと、日々支えてくだ
さっている全国の仲間たちに、この場をお借りして深く感謝
申し上げます。
　二幸HDGの取組は、多くの仲間たちによって支えられて
います。そして、その仲間とともに、これからも成長し続ける
企業であり続けることを目指しています。本報告書を通じ
て、その想いをお伝えできましたら幸いです。

公式SNS

当社の取組や日々の活動は、公式WEBサイトのほか、Instagram及びYouTubeでも発信しています。

社員の声や現場の様子など、報告書では伝えきれない情報もぜひご覧ください。

二幸産業株式会社 公式Instagram

https://www.instagram.com/nikoh_sng/

二幸産業株式会社  会社紹介動画

https://youtu.be/UoMqA84nOi-
Y?si=0RlD8pp1eAkH1zJH

公式WEBサイト

二幸産業株式会社

https://nikoh-sng.co.jp/

糸魚川二幸株式会社

https://itoigawa-nikoh.co.jp/

ホテル  アセントグループ

https://hotel-ascent.com/

二幸産業株式会社  エステート事業部

https://www.cho-ko.com/

管理・集計項目 正規社員 のデータ 非正規社員

（2026年3月31日時点）
社員数
男女比率

708人
80 : 20

非正規社員数
男女比率

全社員数
男女比率
女性管理職比率

2,744人
 36 : 64

3,452人
 45 : 55

4.8%

（2026年3月31日時点）

最長勤続
平均勤続
平均年齢

42年
10.4年

46歳

最長勤続
平均勤続
平均年齢

46年
6.8年

61歳

（2025年4月1日～26年3月31日）
女性
男性

3人
2人 

女性
男性

2人
0人

（2025年4月1日～26年3月31日）
産前・産後休暇（女性）
短時間労働制度利用

4人
3人

産前・産後休暇
短時間労働利用

1人
0人

（2025年4月1日～26年3月31日）
平均有給休暇取得数
月平均残業時間

13.4日
17.2時間

平均有給取得数
月平均残業時間

7.5日
1.2時間

（2025年4月1日～26年3月31日）

中途採用数
新卒採用数
離職率

107人
7人

13.8%
（当項目は正規社員を対象とした実績数値のみ記載）

（2025年4月1日～26年3月31日）
（全社員一括でのデータ集計） 研修時間

研修費用
5,271時間

6,350,156円
 ※

（2025年4月1日～26年3月31日）
（全社員一括でのデータ集計）

介護休業制度利用人数
休業労災件数

0人
21件

社員数と女性比率

勤続年数と平均年齢

育休取得人数

産前産後休暇・短時間労働

有給休暇・月平均残業

中途・新卒採用数・離職率

研修時間と研修費用

介護休業・休業労災件数

※研修時間×延べ人数で算出した概算値 

全社員のデータ

人的資本

■ 当グループにおける正規社員、非正規社員の定義
　当社では、【正規社員】 ： 正社員、【非正規社員】  ： パートナー社員・パート社員と定義づけています。
　パートナー社員とは、定年に達し引き続き1年以内の期間を定めて雇用される者です。（一部例外あり）
　年齢、性別、働き方に縛られることなく、全社員が一丸となり、活き活きと働き続けることのできる企業を目指していきます。 

■ 当グループにおける男女間の賃金格差について  （対象期間： 2025年4月1日 ～2026年3月31日）

　男性の賃金に対する女性の賃金の割合（％）
　　男女の賃金の差異＝女性の平均年間賃金／男性の平均年間賃金×100（％）
　　正規社員【正社員】　　　　　　　　　　　　　　66.9％
　　非正規社員【パートナー社員・パート社員】　　　　74.0％

　社員数比
　　正規社員：非正規社員＝19：81
　　　
　全社員のうち非正規社員が81％、さらに非正規社員のうち女性が64％です。
　そのため、全社員で見ると数字が極端に下がって44.4%となります。

　給与・手当・昇給・評価の制度に性別による差はありません。
　現状、上級職に就く女性が少ないことが賃金格差の主な要因となっています。
　この課題を認識し、女性が活躍できる職場環境の整備と女性の上級職への積極的な登用に取り組んでいます。
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